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20 世 紀 以 降 の 作 曲 家 によるピアノのた4のソナチネにqする�x

         µ · ¦ 和
            （ 教 n 学 v 教 ¦ ）
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．���に
ピアノを � 4 た 学 習 者 が 、 � 期 ¹ gの教°Ï

を�て、必" 取 り 組 む 作 品 が “ソ ナ チ ネ”である。
ソナチネは � � 規 Ó な ソ ナ タ 
 を 意 Ðするが、
ソ ナ チ ネ の 学 習 は 、 ± く “ソ ナ タ ”と い う も う _
¹gªのµき な Ô È 1 の 通 e 点 と し て、 �要な
Õ m を d た す と ⾔ え よ う 。 Ç 者 は “ソ ナ チ ネ ”と
いう�感に 、 © ³ ⾳ l と し て の 規 律 ¦しさや�
i さ を 想 v す る _ ⽅ で 、 “ソ ナ タ ”と は ] っ た ¢
ÑさやÖし さ も j え る 。 ソ ナ チ ネ の 学習に³す
る_�の� × 感 は 、 ピ ア ノ � � 者 な ら¸しもが
Ðわったこ と が あ る の で は な い だ ろ うか。

_Ä的に Â Ï で は 、� ソ ナ チ ネ ア ル バム�を�
Ùして£々 の ソ ナ チ ネ に 取 り 組 む こ とがÎどで
ある。�ソナ チ ネ ア ル バ ム �は 、古 典 派の時代に
書かれた作 品 を 中 ⼼ に Ë � さ れ て お り、¶�l
�はソナタ 形 式 、 ¶ � l � は � Ê 形 式などから
なるo�l � 、 ¶ � l � で は X ン L 形式という
�l�から 構 成 さ れ た ¼ Å の 作 品 が 多い。これ
らの作品で は 、 全 l � を _ つ の l 曲 として俯瞰
し、古典派 の 典 } 的 な 様 式 を Ò Ñ に Ì強するこ
と が で き る 。 ま た _ ⽅ で 、 � に 時 代 を � た 20
世紀以降に も 多 く の ソ ナ チ ネ が 書 か れており、
そのスタ@ ル は 実 に 多 様 b し て い る 。これらの

新しいソナチネは、Á �規Óのl曲でありな
がら、様々な⾳⾊やタッチ、新しい和声やリズ
ムなど、|現代作品をÌ強する� で�かせない
µ¨な要¬がwまっている。Ï�では、ま"こ
れらの 20 世紀以降に書かれたソナチネを概観
し、その中から学習されるs会の多いカバレフ
スキー、バルトーク、ラヴェルのソナチネを取
り�げ、演奏の留意点について½⾔する。そし
て、ピアノ教^の現�において、20 世紀以降に
書かれた新しいソナチネを 学習する意sについ
て、l4て��して@たい。

�．'*(+�?;4�9<
古典派の作曲家で 、�ソナチネ
というタ@ト

ルをzげて、教^的j­の�い作品を い:§く
作曲したのは、ムOAE/クレ[ンPA1�),�$
�!�"�#(�
1��2�1��22である。クレ[ンPAは
1�	� Âに37つのソナチネ4�%���1全⾳lÏ
�É�の�ソナチネアルバム�¶�n8012 Å2
を�Éしており、 この曲は�É以降現�に�る
までの²Âにßって、ピアノ学習者が必"と⾔
っていい>どÌ強するレパートリーである。ま
た Á 時 代 に 作 ら れ た ソ ナ チ ネ と し て は 、������
バッSの´�であり、ÖれたピアRストでもあ
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（教育学科教授）

ͦͷଞ

20世紀以降の作曲家によるピアノのためのソナチネに関する研究



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第 5号）増刊号

─ 1�� ─

―2―

ったチェコの作 曲 家^ン/ラKス ラ フ/LBL
ク1��# ����'!�* 
)''� 
1��0�1�122の37つ
の ソ ナ チ ネ4�%�20 の ¶ � Å1Á � ¶ �n 1�
Å2もよく®られ て い る 。 そ し て 1�00 Â代に
Áると、教^的 観 点 か ら の@な ら " 、⾳ lc�
家にもソナチネ が�けÁれ ら れ � 4 た 。 アント
ン/QAアYッリ1�#($# 
����!!�
1��1�1���2
による35つの ソ ナ チ ネ4�%�1�11¾�曲が�ソ
ナチネアルバム �¶ �n 1�01� Å2、NRDル/
フ リ ー L リ U / ク ー ラ C 1 
�#��! �&���&���
�)�!�)
1����1��22の3� つ の ソ ナ チ ネ4�%�20
1Á�¶�n�0� Å2な ど 多 £ の 作 品 に より、
古典派におけるソ ナ チ ネ は 、1�20 Âか ら 1��0
Â代�に_つのÚ�期 を{え た と ⾔ え よ う。

しかし 1	 世 紀Ç;にÁる と 、IX ン ⾳lの
Ù�、性i的� 品 と い う 新 た な 形 式 に よ ってX
Zン�sを追求す る¼き な ど か ら 、 ソ ナ チネと
い う 古 典 的 な ス タ @ ル 1 の q ⼼ がÄれ � 4 、
�々にソナチネ と い う l 曲 形 式 は�ªし ていく
ことになった。 フ ェ リ ッ ク ス/[ンQル スMー
ン1��!�+ ��#��!''$�#
1�0	�1���2、XYル ト/
J_ーZン1�$��&( ���)"�##
1�10�1���2、フ
レ Q リ ク / フ ラ ン ソ b/Jaパ ン 1�&.�.&��
�&�#-$�' ��$%�#
1�10�1��	2な ど の XZン派を
代表する作曲家 は 、 ソ ナ チ ネ と い う伝統的な ス
タ@ルにはuÐを�さ な か っ た と ⾔ え る1«し
J_ーZンは、3�ど も の た 4 の � つ の ピ アノソ
ナタ4�%�11� を�し て い る2。ÖÞこ の XZン
派 の 時 代 に も 、 カ ー ル / ラ @ ネ ッ F 1 ��&!
���#�� �
1�2��1	102の3ソ ナ チ ネ4�%��� お
よ < �%�	� や 、 P E L ー ル / キ ル U ナ ー
1���$�$& ��&��#�&
1�2��1	0�2の3ソ ナ チネ4
�%��0 などの作 品 が�さ れ て い る が 、�Ãなが
らそれらの作品が 現�演 奏 さ れ る s 会 は Îどな
い。時代の変遷と 要�にÆい 、 ソ ナ チ ネ という
l曲と形式は�ªの 時 期 にÁっ た と ⾔ え る。

�．�� :527�863に� '*(+
1	 世紀~Çか ら 、作 曲 家 のpで�<ソ ナチネ

1のq⼼が�々 に � ま り � 4 る 。WッXルトは
この要fと新た な ソ ナ チ ネ のy�に つ い て、�ま
すます°想にと?し い � ⼼ 者 Ù 作 品 の©え¿い

¬調さがÈÅを�いたのであろう。新しいソナ
チネのかなりの多くの曲は、よりいっそうÁÃ
に��げられている
 ��と�¶している。

そのような中で、1	 世紀~ÇにËm的§くソ
ナチネという形式に°qしたのは、⾳l学者で
も あ っ た フ ラ ン ス の\ー リ ス/DZR_Dル
1��)&��� �""�#)�!
1��2�1	��2で あ る 。Ê
は7曲のソナチネを作曲したが、その中の¶�
Å で あ る3VルHーR_Ð411�	�2で は 、Ê
の��¯であるVルHーR_¯⽅のÑ£の�の
⾳を、�@に組@�わせた。その~、3ソナチネ
¶5Å411	202では@ンLの旋法をÙいたり、
¨のソナチネでもÑ旋法を取りÁれたりと、º
時としては極4て¥h的とも⾔える}性的なソ
ナチネを�した。そして、 それらの作品はº然
�⼼者�けのeしいソナチネではなく、演奏会
Ùの�¸な技�と⾳l性が要求されるものであ
る。µなくして、20 世紀におけるソナチネのw
�¹と も ⾔ え る\ー リ ス/ラ ヴ ェ ル1��)&���
��*�!
1����1	��2の3ソナチネ411	0�2が�
まれる。gき±きフランスでは、kÜな技�を
x � し た ア ル Y ー ル / ル ー L ル 1 �!��&(
�$)''�!
1��	�1	��2の3ソナチネ4�%�1�11	122、
クレ[ンPAのソナチネをÌÀたっ=りにÎい
たDリック/IPA1�&� ��(��
1����1	2�2の
3oÛ的 な ソ ナ チ ネ411	1�2な ど の`Rー ク
な作品が書かれた。またフランスの作曲家によ
るソナチネとしてÕれてはならな いのが、J]
ルル/Fクラン1���&!�' �$���!�#
1����1	�02
に よ る36つ の ソ ナ チ ネ4�%��	11	1��1�2、
およ<35つの新しいソナチネ4�%���11	2��2�2
である。これらのソナチネは、何れも¢し@や
すい旋律に彩られているが、�¸に¡Ýされた
和声と³d法をÙい、IPAのように� £を
極|まで取りÒった⾃由な 書法は、Fクラン½
⾃の×Iな世0を表�していると⾔えよう。

また、20 世紀��にソナチネという形式にl
4て°Ôし、新たな世0を1�した作曲家とし
て 、 L @ O の Z ッ ク ス / レ ー � ー 1 ��+
����&
1����1	1�2と 、 @ タ リ ア��で L @O
で4Ãしたフェルッチa/VMーR1��&&)���$
�)'$#�
1����1	2�2のÀ¥も?げられる。レー
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�ー は 、35つ の ソ ナ チ ネ4�%��	11	0��0�2
で、L@OXZン 派 を�gし た ス タ @ルのソナ
チネを書い た 。VMーRも7つ の ソ ナチネを書
いたが、中 で も3カ ル[ン に よ る ソ ナチネ ¶7
Å411	202は に 演 奏Ld の � い 作 品である。

その¨のPの 作 曲 家 の ソ ナ チ ネ と しては 、¹
+½ の�Á感を]つK]ン/JYリCス1���#
����!�)'
1����1	��2の3� つ の ソ ナ チ ネ4�%���
11	122、⾃ら が ル ーZRア でehし た旋律 を
Ù い て 書 か れ た Y ー ラ / バ ル ト ー ク 1 �.!�
��&(
 
1��1�1	��2の3ソ ナ チ ネ411	1�2、@
�リ ス の 作 曲 家Kaン /ア @ ア ラ ン L1�$�#
�&�!�#�
1��	�1	�22に よ る#t派 の(響が&え
る3ソ ナ チ ネ411	2�2な ど が?げ ら れ る 。 そ
して、�ー ラ ン L��で~に フ ラ ン スで4Ãし
た ア レ ク I ン L ル / タ ン ス Z ン 1�!�+�#�&�
��#'"�#
1�	��1	��2の3�°Ë*�ソナチネ4
11	�02は 、º時 ア[リ カ でÙ�し ていた�フ
�ックスト X ッ ト 
 や � チ]ー ル ス トン
とい
ったNンス の 形 式 をaり て 作 ら れ た`Rークな
ソナチネであ る 。 ま た 、 XJア の L�トリー/
カバレフス キ ー1
"�(&	 ����!�*' 	
1	0��1	��2
による3�つ の ソ ナ チ ネ4�%�1� の ¶ �Å11	�02
は、現�で も Â Ï の ピ ア ノ 教 ^ 現�で�んに取
り�げられ る 中=者�けの 教材と し て、広く®
られている 。 そ し て Á  XJア のLル�@/W
XコフADフ1��&��	 �&$ $���*
1�	1�1	��2も、
3� つ の ソ ナ チ ネ4�%���11	�12を 書 い た 。
Vル�リ ア の>oパン チa/ヴ ラQA�X フ
1��#��$ �!�����&$*
1�		�1	��2 の 3 ソ ナ チ
ネ/コン チ ェ ル タ ンP4�%�2�11	��2は 、 演
奏時pが 20 分µ¸か か る ソ ナ タ±@のµ曲で
あるが、Vル�リ ア の¾�的 要 ¬ と#t派の書
法をÆ�さ せ た®ら れ�るE作 と ⾔ える。

�に¶¡^世0µ|~の 作 品 と し ては 、�リ
J]の作曲 家^Rス/コン ス タ ンPARAQA
ス1��##�' �$#'(�#(�#���'
1	0��1	��2に よ る
c情にÞれ た3� つ の ソ ナ チ ネ411	�2���2、
'¼ 性 に®んだ ア ラ ム / S チ ] ト B リ ] ン
1�&�" ������()&��#
1	0��1	��2の3ソ ナ チ
ネ411	�	2な ど が?げ ら れ る 。 ま た 、⾃�の
¿のた4に 書 い た ス�@ ン のS�Dル/\ンI

ルヴ�ーチェ1��*��& �$#('�!*�(��
1	12�20022
の3@ヴェットのた4のソナチネ411	�22は、
ÂÏでもÅ表会やコンクール�でよく取り�げ
られる曲である。新しいところでは、Rコラ@/
カWースチン1�� $!�� ��%)'(�#
1	���20202に
よる、K]ズのc法を°eにÙいた中=者�け
の3ソナチネ4120002などもある。
T~に、.がPの作曲家によるソナチネのÕ

[をxり³って@たい。ÂÏでT�に作曲、�
Éさ れ た ソ ナ チ ネ は 、Y�O作11����1	��2
の3ソナチネ41コL\のソナタ211	1�2であ
る と�え ら れ る1こ れ に ª⽴っ てY�に は 、
1	11 Âに 書 か れ た»�Éの¡つ の ソ ナ チ ネ の
lÏも�されている2。この3ソナチネ4は極4
て7F、°eな作品であり、Y�のÂに¶げら
れた。そしてその~は、¥h的な作Ðで®られ
るµÝÚz11	0��1	��2の3ソナチネ��調4
11	��2、 留 学 ª のYル リ ン に お い て\で あ っ
たUンQ�ットの��のHに書かれたWÏÑÚ
11�	��1	��2の3ソ ナ チ ネ411	��2、Ñ調の
c法も@ら れ る �}×11	1��1		02の3ソ ナ
チネ411	��2、#t派の書法とÂÏ的なÛ情を
�@にR��わせた�M¡11	0��1	��2の3ソ
ナチネ411	�22、`ー\アとア@XRーにÞれ
たY�_Å11	12�1		12の3ソナチネ411	��2
などがある。そのような|¥に書かれたソナチ
ネの中で演奏されるs会がTも多いのは、¨�
p�11	11�1	�12の3ソナチネ411	�02であ
ろう。¥述の�作品とÁ様、#t派Ðの和声と
ÂÏ的な情lがG実したピアRスPAックで¾
Éの£い作品である。
|~で は 、Ñ調のc法を追求し たr°Ì°

11	0��20012の3ソ ナ チ ネ411	��2、 Â Ï の
作 曲0に おける ��的��で あ る�¾Ä^Ø
11	0��1		12の3ソ ナ チ ネ411	��2な ど が あ
る。また、|~Å�した�B·学)�@のた4
の⾳l教`
が 1	�� Âと 1	�	 ÂにÅ6した�
nの�こどものた4の現代ピアノ曲h�では、
ÓK11	�1�20122、9�qX11	2��    2、m
"{11	�0�201�2、J�¸Å11	1��200�2、²
<�Å11	22�20122の6zが そ れぞれ に ソ ナ
チネを作曲した。この曲hには�こどものた4
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の
というタ@ ト ル が­けら れ て い る も のの、
これらのソナチ ネ は 、B·学)の ピ ア ノ 教^Í
Ãに8@た中=以 � の 曲;か り で あ る 。m"は
その~3ソナチ ネ の-�411	�����2と いう曲
hにおいて、¬_ l � か ら な り 、1� zの µ作曲
家に¶げた 1� 曲か ら な る ソ ナ チ ネ もÅ表した。

しかし何と⾔ っ て も 、 Â Ï の�ど も た:の⼼
を�えたのは�Yq11	�2�   2の3ÂÊÂの
ソ ナ チ ネ411	�	2で あ ろ う 。ÊÂ のÀ¥が­
けられた8曲か ら な るC½Ü�な こ の ソ ナチネ
は、た:ま:z;を¤し 、 現�で も�ど もた:
によって«¦に 演 奏 さ れ る 作 品 で あ る 。 µ�な
Ñ調、 ©えpな く!り�く調性、Ç想 も つかな
い変¥�、Z新 な リ ズ ム 、 そ し て 全 曲 にªう\
Nンで�会的な ⾊調は、º時 の Â Ï の ピ アノ教
^0にsDをÈえ た と�え ら れ る 。

以�のように、20 世 紀 以 降 は 様 々 なPの作曲
家によって実に 多 � 多 様 な ソ ナ チ ネ が 作 ら れ、
�¸な⾳l性と技�が 要求さ れ る 作 品 も 多い。
^ では、 その 中 で も 現�、 学 習 、 演 奏 される
s会の多い、カ バ レ フ ス キ ー 、 バ ル ト ー ク 、ラ
ヴェルのソナチ ネ に つ い て 、 演 奏 に おける留意
点を?げ、これら の ソ ナ チ ネ を ピ ア ノ 教 ^の現
�で取り�げる意sに つ い て��し て@たい。

� ． # , 0 - & $ 
 � � � � ' * ( + � �����
�り=
>に���

カバレフスキ ー は 、bく し て\ス クb⾳l$
で教ßを取り、�会�sリ ア リ ズ ム に ° った作
品を世に~り�し た 作 曲 家 で あ る 。�ど ものた
4のピアノ作品 も 多 く 、3こ ど も の た 4 の ピアノ
� 曲h4�%�2�、3や さ し い変奏 曲4�%��0�1、
36つのやさし い変奏 曲4�%��1 な ど は 、.が
Pでも�どもの た 4 のコン ク ー ル で 、«¦に演
奏されている。3� つ の ソ ナ チ ネ4�%�1� より¶
�Åもそのよう な 作 品 の _ つ で 、伝統的 なソナ
タ形式を\Nン な響き の 中で 学 習 で き る i�の
教材と⾔えよう 。 そ れ で は 、 こ の ソ ナ チ ネの2
l��とに演奏の�@ ン ト を?げ て@た い。

¶ � l � �!!��&$ �''�� � !)'�#��#�$1§uに
�く、そして1 つ ら う よ う に2

コンパクトなソナタ形式で作られており、Á
/でき<き<とした¶���と、 fにº:た
¶���のコントラストが¼Ò的なl�である。
�¶�0�� �

8の和⾳の響きを中⼼にした��は、�ªを
gき�4てÁÐなタッチで奏する。[XQAー
ラ@ンはソWラノであるが、Scの��で�く
それぞれの和⾳のQ⾳を、�意深く�き取りた
い。また、 アクLント、スタッカート、P�ー
トの]いをしっかり�き分ける 。
�¶ 1�01� � �
Scのスラーが3かった�つの和⾳は、J]

ーWが­されÙ⾳の�きを]つT�の⾳から^
の⾳1、cdを�ってc¥に5らせるように�
く。
�¶ �20�� � �

�¸の�⾳とÇ⾳,�による5らかな¶��
�である。ここではS%の¼きがwりなす©½
な和声の変bを�き取りたい。¶ �2 � をÔ
に?げると、�¥ÔÎ¥の� レ
/ソ/J
1,
から�⽅�1の⾳のkÅ2という�X和⾳、�
¥Ô の� レ
/�/ソ 
、�¥ÔÎ¥の� レ/�/
ソ
というÇ⾳を:む響きの変bである。つま
りÁ時に響く⾳だけではなく、S%それぞれに
´±されていく⾳が、i⽅�の響きとして©U
に変bしていく様を�¢に�く。この5� p
の�Nルは¬要である。
�¶ ��0�� � �

ここは%cのレ�ートをµnするた4に、�
Nルの�Ùが�えられる。¶ ��0�	 � にか
けて,�したバスが、¶ �00�� � まで�<
��していく_ÖのµきなÙれを意_する。¶
�� � の バ ス ⾳ � フ�

 が 、 ¨ り³し の ¶
�0 � で � フ�
 に変b す るdpを�え た い 。
�¶ ��0�	 � �

ここから�1Êとなるが、®�の¶���が
Ñやかに�;Ðよく�現される。®�とÁ 律
¼を感 て、 はっきりと¨り�えたい。
�¶ ��0�� � �

¥Çに現れた%cの\PAーフが、~Çは縮
�形としてhÍされている。Scの�¸⾳µに
よるÇ⾳,�の¼きもµ¨である。
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�¶ ��0�	 � �
これまで はÇ⾳m�が 多 Ù さ れ て いたが、こ

こは�然、(⾳ だけのJンWル な 世0となる。
% ')��($ の表情と6に 、⾊彩の変b を 感 たい。
�¶ ��0�� � �

�⾳の¼き が 多 く 、�が も つ れ や すい�iで
ある。S%6に、中��zPし��´�1の¼
きを、2�の½⽴を 意_し な が ら 、�っくりと
繰り³しÝ習 し て>し い 。

その~、¶ 	� � で�現 Ê 、 ¶ 11	 � で
�現Êの¶ ���と な る 。
�¶ 1�1/1�� � �
(⾳によ る¼き の 中 に�然、 意表を�く和声

がmりOんで く る 。¶ 1�1 � �¥Ô の�L
/
�/ソ

 と い う _d Áし て く る 和⾳も、新
xな驚きを 感  て 奏 し た い 。

¶ � l � �#��#(�#$
¾¹Ðの旋律 を]つ o � l � で 、� Ê形式の

構成をとる 。
�¶�06� �
%cの[XQAー は 、Eー�Dや クラリネッ

トなどの,l-を @[ーKし た響き のある⾳が
>しい。Scの �¸の � ⾳ は 、Î¥の⾳をÌか
に¢いて�く 。S%の ⾳�がt| し ているた4
に、どうして もScの ⽅ が µ き く な ってしまう
ので、バラ ン ス に;を つけた い 。
�¶ 22 � 0�

ここから 中pÊ にÁる 。%cは ヴAEラによ
る�、Scは チ ェ X の ピ ッOAカ ー トを想像し
て>しい。 た だ こ の ピ ッOAカ ー ト も 、5� 
を_つのフ レ ー ズ の ま と ま り と し て�きたい。
�¶ �0 � 0�

変��調に転調す る 。 こ こ は 、\Qスト/ム
ソル�スキー1�$��'( �)'$&�' 	
1��	�1��12
の3�½会 の#4よ り��L X�を思わせる、
�々しい�取 り でmんで い く 。%cのアルト声
ÊによるÇ⾳ の¼き も表情­か に�う。
�¶ �� � 0�

ここからT� の��が²っ て く る が、®�S
cで奏した �¸の¼き を 、 こ こ で は[XQAー
と6に%cで�か なけれ;な ら な い ので、Á者

の�き分けとバランスを取るのがµ変¿しい。
 に、[XQAーとÆ奏の⾳が��と´�によ
って�¸⾳µで
つかる�iは、[XQAーを
�く��にa分な�@をかけて�く。
�¶ �10�2 � �

²X和⾳が�"Ö±して_Vを{えるが、¾
声の�フ�
�フ���
というÇ⾳,�の¼
きを�きながら、_V感をµ¨に表現したい。

¶ � l � �&�'($
ソナタ形式によるトッカータÐのl�である。

�¶�� 0�
%c�Sc�%cと⾳}をAげていくが、P

�ートが­いている�¥Ôの⾳だけでなく、S
cで奏する_Å�い5¥Ôの⾳もしっかり�き
ながら、Sc�%cの¼きもµ¨に�く。
�¶ 1	 � 0�

タランPラÐの¶���が@�調で�まる。
Scのリズムを¦確にNむことと、�¥ÔのÊ
¸とIHに現れる、5¥ÔのLリアのË¸の響
きをよく�きたい。¶ 2� � 以降は、Scの
和⾳による*のÙれをµ¨に�く。
�¶ �	0�� � �
%c�Sc�%cの.Ï的なÙれはÁ であ

るが、�ªを意_したCいタッチで奏する。5
分の�¥�に変わった時には、Pン�をしっか
りキーWしながら、_⾳_⾳をÁ確に�く。
�¶ ��0�� � �
S%の⾳�がt|しているた4、Å⾳が¬Á

Ðになりやすいが、Scの�分⾳¨の¼きもし
っかり�きたい。 ¶ �1 � からは �に�ªに
h中して、レッKェーXのタッチで�く。
���0�0 � �

ここから�1Êとなるが、ScにP�ートの
­いている�フ�������レ���
、お よ
<�J��ラ�ラ��ソ�ラ�
というÇ⾳の
Ùれをよく�く。そして、]¥である¶�¥Ô
にP�ートが­いている⾳は、Eフ�ートのリ
ズムの±¡さをa分に�かしたい。
�¶ ��0�	 � �
(⾳だけを�い、�現Êに�けて�り�って

いくが、%cの ¶�¥Ôが�� "つ�L��
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�ソ
と�kする¼きを、µ き なÙれで�える。
�¶ �00�2 � �

�4は�分⾳¨�}" つ の�にP�ー トが­
いており、cdの"転をÆい な が ら 奏 す る。 ¶
�2 � ではP�ー ト が ア クLン ト に変b し、T
~の�つの⾳は _ ⾳ " つ 全 て ア クLン ト で�く。
そして¶ �� � で�現 Ê の ¶ ���、¶ 	2 �
 から¶���と な る 。 こ こ か ら はS²調とな
り、Scの5¥Ô はfFµ和 ⾳ のË¸で ある。
�¶ 120 � 0�

ここから_GÊ と な り 、 � � " つË¸とÊ
¸の響きがI代す る 。 12� � 以 降 は や はりc
dの"転を�い 、T~の � � はcdと�ªを
しっかり�4て 、�々 と_わ る 。

�．,/)
%��'*(+�に���
バルトークは 1	0�01	1� Âのp、1�期p

を¾Ùして�+を 中 ⼼ に¾|⾳ l のehのÀに
�かけ、およそ 	�000 曲 以 � も の¾¹をehし
た。その中には ト ラ ンJル ヴ�Rア¯⽅ を中⼼
と し た ル ーZRア の旋律 も £ 多 く 、 に 1	0	
01	1� Âに かけて はh中 的 に 多 く の ル ーZR
ア¾¹をh4た 。 そ の 成 d の _ つ と し て 作られ
たのがこの3ソ ナ チ ネ4で あ り 、 Á  1	1� Â
にはµÀな3ル ーZRア¾|©曲4、3ル ーZR
アのクリスZスの�4な ど の 、 ル ーZRア¾¹
を�材としたピ ア ノ 作 品 が 作 曲 さ れ て い る。

このソナチネ が¨の ソ ナ チ ネ と µ き く�なる
点は、全てのl � が ソ ナ タ 形 式 に5っ て いない
ことであろう。 ま た こ の 曲 は 作 曲 者⾃�によっ
て、1	�1 Âに3ト ラ ンJルヴ�Rア©曲4とし
てEーFストラ に Ë 曲 さ れ て い る 。 Ï ではこ
のEーFストラÉもR�に し な が ら 、 演 奏の�
@ントを�って@た い 。 バ ル ト ー ク の3ソナチ
ネ4は、.Ï的 な ソ ナ タ 形 式 の 学 習 と は かけ¿
れるものの、EーFス ト ラÉに おける 様 々なl
-の⾳⾊を�き、�にÎく こ と で 、 ピ ア ノにお
けるタッチや�Nリ ン�の Ì 強 の た 4 に µ変µ
�な教材である と�え ら れ る 。

¶ � l ��バ�パ@W�き��!!��&�(($
����� の�Ê 形 式 か ら な っ て い る 。

�¶�020 � �
バ�パ@W½ の響きをピアノで表現してい

る。EーFストラÉでは、バ�パ@Wの �で
あるLXーン1]±�⾳2として�レ/ラ
の
�⾳が、Eー�D/クラリネット/フ�Hット/
�ルンによる,l-@でuに°り響くようË曲
されている。ピアノで演奏する��も、バ�パ
@Wの響きを@[ーKしながら、この 2 ⾳の]
±をuに意_したい。%cの旋律は、Lリア旋
法と�クソリQAア旋法をR��わせた、¾�
⾊の£いものである。¶�¥Ôに何¸か 現れる、
いわ�るY}のアクLントは、�ªで�く�く
ようにタッチを変えて�きたい。
�¶ 21 � 0�

ここから �!!��&$ となり � のÊ分にÁる。時
u、5分の�¥�の中に5分の�¥�が8まれ
るが、5分の�¥�の� でフレーズの=¨り
となることに°Ôして>しい。T�は����
���という� £の構{となり、EーFスト
ラÉでは¶ 2102� � をフルート、¶ 2�02�
� をEー�D、±く¶ 2�02� � をフルー
ト、¶ 2	0�0 � をEー�Dのように、旋律
を�ºするl-をIHにI代させている。 また
ScのÆ奏も、Î¥でのN@1¶ 2102� � 2、
P�ー ト が­い た5分⾳¨を追加1¶ 2�02�
� 2、�分⾳¨のアル�KEを追加1¶ 2� �
 以降2、のようにjし"つ変bをもたらすよう
K¦されている。このÊ分はま"、フレーズの
まとまりをしっかり意_し、フレーズ�とに⾳
⾊の]いをタッチで表現して@たい。
�¶ �� � からT~まで�

¶ �� � で�ラ/L/�/ソ
という新た
な和⾳が響き、¶ �� � で � のÊ分が�現さ
れる。EーFストラÉではLXーンのÕmをd
たす⾳として�レ/ラ
に加えて、¶ �� � 
から現れた��
の⾳も_Êのl-で奏され、
より響きにJさが�している。 また�旋律 を奏
でるl-も 、クラリネット/Eー�Dに加えて、
フルートやヴ�@EリンでもÂXの⾳}を奏し、
_ykやかにË曲されている。そしてクラ@Z
ックスにあたる¶ �� � 以降は、旋律にトX
ン�ーンも加わり、El-@は 1� 分⾳¨のE
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スPAナート の ⾳ } を 奏 し な が ら 、T~に�か
って�り� が りをDせ る 。EーFス トラが�々
にJ@を�し て い く 様�を、 ピ ア ノ でもN@ナ
�ックに表現 し て@た い 。

¶ � l ��>のºり��$��&�($
全 20 � と 、µ変コンパク ト な l �である。

�¶�0�� �
>ののっ そ り し た¼き を 想像し な がら、ま"

はScのPン�が _ ¼ に な る よ う に;をつけた
い。 に、Î¥のP�ー ト と ア クLントの­い
た⾳に°Ôし 、¥�の ⾳ と タ ッ チ を�き分ける 。
EーFスト ラÉで は 、 こ のÎ¥を ト Xン�ーン
とチ_ーバ で 奏 し て い る の で 、 ピ ア ノで�く時
にも@[ーKす る とÑい。%cは 、 ¶�/��
 Ôの¥�に­けら れ た ア クLン ト を意_して、
Scとiのラ @ ン を し っ か り�わ せ て�く。
�¶	020 � �

[XQAー がSc1 と!り 、 よ り _y�々し
くなる。¶ 1� � Ô 以 降 は 、%cのÎ¥をリ
ズ�カルに 、Scの[XQAー は、ア クLント、
スタッカー ト 、 ス ラ ー 、 ク レ ッJェ ンL、Qク
レッJェン L の表情をa分に�か し て、`ー\
ラスに表現 し た い 。

¶ � l ��フAナ ー レ��!!��&$ *�*���
� と � の¡つ の Ê分か ら な り 、� はZXJ

_/トルNCの©曲 、� は ト X ン タ ールCの©
曲を¬材と し て い る ��。
�¶�012 � �
®�のScのJンコ�ーJaン の リズムをu

に意_して 、Ã¼感Þれ るºり を表現したい。
Scの¢�で´± す る �分⾳¨は 、EーFスト
ラÉではヴ�@Eリ ン と ヴAEラ で 奏される。
響きの]±を し っ か り�き な が ら�きたい。ま
た、%cの[XQAー の,で も � レ 
がuに´
±されてい る 。 こ れ は 、EーFス ト ラÉでは�
ルンが�ºし て い る が 、 こ のÁcの¾声がwり
なす´±⾳の響き の変b を よ く�き たい。
�¶ 2�0�1 � �
ScのÆ奏 が 和 ⾳ の 形 に変b す る 。P�ート

が­けられ た ⾳ の 中 に 、 い わ�るY形のアクL

ントが�"�てくるので、D�さないように し
たい。
�¶ �� � 以降�

ここから � の©曲が��する。� の©曲に­
されていた�L

が、¶ �0 � で�L
に
変bするのをよく�く。¶ �	0�1 � ¬りは、
まだ3が"にa分¼:°いて�きたい。Pン�
がはっきり¼まるのは、¶ �� � からである。
�¶ �2 � 0�
Scに[XQAーが�てくるが、強]/Mが

はっきり書き分けられているように、7¸の�
⾳で�く,の⾳が�旋律 である。Yをpませ、
[XQAーをh中して�くようにしたい。
�¶ �� � 0�

�¸ � の©曲のÁ 旋律が繰り³されるが、
ここでは¶ �	 � より、Scの¥�の⾳が変
bしている。この⾳を�¢に^いながら、やは
りここも ����!�&�#�$ を§くしす�ないように、
時pをかけながら加�していく。Pン�がはっ
きり¼まるのは¶ �� � からである。
�¶ �� � 0�

� の©曲のDコーが、�«的に�くから�"
�こえてくる。EーFストラÉでは、Eー�D、
クラリネット、ヴ�@Eリンのkに��する。
�¶ 	� � 0�

�¸、� の©曲の旋律がkやかに��する。
ScのÇ⾳m�とJンコ�ーJaンのリズムも
表情­かに�きたい。¶ 102 � 以降は、¶�
l�の´±⾳とÁ ⾳である�レ/ラ
を奏す
るバスをa分に響かせる。

な お こ の 曲 は 、 バ ル ト ー ク ⾃ � の 演 奏
1 ������ ��� �������� �)#��&$($#
��
�2�	0�	1�1		12が�さ れ て お り 、��し
たピアRストであったバルトークの½技を�く
ことができる。

�．.1"/��'*(+�に���
このソナチネはp]いなく、20 世紀のソナチ

ネを代表するE作と⾔えるだろう。古典派の作
品をÆÇさせる<整の取れた構{、典�でÅと
したÄまい、そして½⾃のピアノ書法が©½な
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バランスで6�し て い る 。 ま た 、5¸,�する
®�の\PAー フ を 、 そ の転"形 で あ る6¸�
�の形と6に全 l � にßっ て�@に Ù い 、L�
ール/フランク1�.'�& �&�#� 
1�22�1�	02の
e+形式を想v さ せ るÉÑ な 作 曲法も&える。
�=者�けの教材で は あ る が 、ラ ヴ ェ ル のL\
なタッチと ソノ リP、 和 声 感 な ど を 学 習 するた
4には、必須の作 品 で あ る と ⾔ え よ う 。

¶ 1 l � �$�.&.1中¶な�さ で2
コンパクトなソ ナ タ 形 式 の 構{を]つ 。

�¶�0�� �
®�5¸の,�\PAー フ は 、 全 l � にßっ

てÙいられる� 要 な¼s で あ る 。 ソWラ ノだけ
ではなく、バス の旋律 に もYをyけて レ�ート
で�いたい。ま た 、 ラ ヴ ェ ル 作 品 に よ くDられ
るÁ_⾳�でのÁcの � な り が�き に く いが、
Scに�てくる¶ � � �¥Ô の� ラ 
、およ<
¶�� �¥Ô の � L

 を 、%cのzPし�
に�き)えるとËm的 l に�ける。
�¶608� �

¶6� �¥ÔÎ¥か ら ¶7� �¥Ôにか
けての�フ�
�L

 と い う¼き が 、®�の
\PAーフの転"形 と な る 。 や は り[XQAー
をレ�ートに�い 、Scは 、��で�く それぞ
れの和⾳のQ⾳ をa分に響か せ る 。
�¶ 1�01	 � �

¶���はÑ­点S分⾳¨の]± をÑく�き
な が ら 、¾声 の変b に もYをyけた い 。 ¶ 1�
01� � にかけて¾声 にDら れ る� フ�
��

���レ
�レ�L

 と い うÖ± し てÇ⾳
,�する¼きは、 に µ ¨ で あ る 。
�¶ 2002� � �

Eー�Dや�ル ン な ど,l-のb和 な ⾳⾊を
@[ーKしたい 。 ¶ 2� � ®�の}	の和⾳
が�@にくいが 、Q⾳ で あ る バ ス の ��
をよ
く響かせる。ま た � ソ
�L

 と い う[XQ
Aーラ@ンを つ な げ て 、 そ の�pにScで�く
⾳ が¤< � な い よ う に�意 し た い 。 ± く �
(�"%$ は、どうし て も�く な り が:な の で、表
�通りPン�をHに²す 。 こ こ で も5¸,�の
\PAーフが� わ れ て い る 。

�¶ �� � 0�
�1Êで²ってくる¶���は、®�より�

に情�的に�く。ヴ�@Eリンのような¥しい
フレーKン�を意_して�いたい。
�¶ ��0�� � �

まだクレッJェンLもアッチェレランLも�
まっていないので、Ãrに¼:°いて�く。
�¶ �	0�0 � �

ここで、½�Êとは�なる和声の変bがある。
��で�くバスの⾳をよく�きながら�く。
�¶ �1 � 0�

_Å�の⾳だけではなく、全ての⾳を�きな
がら`実したSー\Rーを作る。T~は�¹g
にßってだんだん��かっていくが、�ªの�
Òをa分にかけながら�¦に曲をª る。

¶ � l � �$)* t �� ��#)�(1[�Dットの�
さで2
�¶�05� �

[�DットのPン�にlって�くなりす�な
いように�4る 。T�の%cの旋律は、¶�l
�®�の5¸,�に³する、6¸��の\PA
ーフである。Scのバスのk^m�も、和声を
Uえるµ¨な¼きなので、よく�きたい。
�¶6012 � �

¶60�� までは、 フレーKン�をa分に
�かして�く。¶8/�/	� �¥Ôの和⾳
はラヴェルが�んだ�	の和⾳である。¶	0
12 � のバスに�かれた�J����、ラ��
レ�、 ソ�L
という5¸の�クDンOを�き
ながら、�¢にフレーズをª る。
�¶ 1� � 以降�

EルHールのような、pんだ響きのタッチが
>しい。Sc�¥Ôに�"Ö±して°らされる
�フ�
は、�中で響きが�©しないようa分
に�しながら奏する。
�¶ 2�02� � �

¶ 2�、2� � �¥Ôは、 やはり�	の和⾳
である。バスの���
をa分に響かせる。
�¶ 2�0�� � �
�⾳から�まる旋律が¹g的に⾳�を�げて

いき、¶ �� � の�点に��する。
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�¶ �	0�� � �
¶ �	0�0 � の%cの[XQAーは、⾳j

を>?� に%µ し て 、Scで カ ノ ンのように
�われる。
�¶ �	0�2 � �
%c¾声の ����
�フ�
�フ�

の

¼きを�く 。Scの � L
�J�ソ

という
⾳}は、± く�現 Ê で 、�ÀÁ ⾳ の �レ��L
��ラ�
1 と ス ム ー ズ に9�し さ れる。
�¶ ��0�� � �

¶ ��/�0 � の¾声に�て く る� L�
は、
®�のÁ Ê分と の響き の ] い をÁ確に意_し
て�く。T~の5� は“&�!!”し な が ら、変R²
調のカQンOを�¢にe4 た い 。
�¶ �	0�2 � �

¶ �0/�2 � の¾声 に 現 れ る �J

はラ
ヴェルが�んだÙ⾳ で あ る 。Scの �L

と
の¬7の響きを よ く�き な が ら 、̂ の � の� L


1と2いOま れ る よ う に�く。
�¶ ��0�2 � �

ま"、¶ �� � �¥Ôを深い⾳で響かせ、
その�響が�³の よ う にrか に広が っていくよ
う、T~のフ レ ー ズ を µ き く ま と 4 たい。Sc
による6¸の響き の,�も µ ¨ に�く。

¶ � l � �#�".1�き�き と2
⾃由なXン L 形 式 の 構{を]つ 。

�¶50	� �
S%のcが Á _ ⾳�で � な っ て い るた4、%

cの§き⽴た せ るべき ⾳ が¬ÁÐに なりやすい。
%cは�ªをÍ£と をÑ°さ せ 、'@つくよう
に�く�く 。 こ の 形 は こ れ 以 降¸々��する。
�¶ 1201� � �
%cの[XQAー は 、可能な|り�でレ�ー

トに�きた い 。%cの �Ö¨¾の[XQAー以
$の�つの ⾳ と 、ScのÇ⾳ g に よ って8¸の
Sー\Rー が作 ら れ 、 �,に·れ な がら�� 
¬dでのフ レ ー ズ の»× を�@�し ている。
�¶ ��0�	 � �

¶�l�の��が 、 � ⾳ でDコー のように�
こえる。こ の[XQAー も 、可能な|り、�な
る�でA�な が ら レ�ー ト に�き た い。Sc¶

�¥Ôの⾳はÙ⾳で、�¥Ôに2いOまれるよ
うに!Bする。
�¶ ��0�� � �

1� 分⾳¨のÙれを、S�%�S�%と�¨れ
ないようÙÜにAげる。¶ �� � 5¥Ôのバ
ス�フ�

 は確実に�えたい。
�¶ ��0�� � �
%cのX�Eラと、ScのÇ⾳,�がwりな

すリズムのIQを よく�きたい。¶ �� � は
�# (�"%$ で、_;にxけ�がるように�く。
�¶ ��0�� � �

ま"、Scの全⾳⾳gのÖ±をたっ=りと響
かせたい。 に、Eクターヴのpに8まれたz
Pし�と中�で�く�つの⾳をしっかり�くこ
とがµ¨である。%cの[XQAーも、可能な
|り�によるレ�ートで�って�きたい。
�¶ ��0�� � �
%cがやはり¬ÁÐになりやすい。% ではあ

るが、�ªをÍ£に|�けて�い~Íのタ@�
ン�を�さないようにしたい。
�¶ 	�010� � �

¶ 	�0100 � Ôまでの¶�¥の響きは、全
てラヴェルが�んだ�	の和⾳である。ここは、
�¹gにわたって,�しながら転調していくの
で、響きの©Uな変bをD�さないようにした
い。%cの[XQAーは、可能な|り�なる�
でAげてレ�ートに�き、1� 分⾳¨のN@と[
XQAーのタッチをÁ確に�き分ける。
�¶ 10� � 以降�
Scの�フ�
���J
という¼きをuに

意_したい。 また、[XQAーは¥に述べたよ
うに、しっかり�えることがµ¨である。¶ 120
� 以降は�レ
�L
�ソ

、 ¶ 12� � 
以降は�ソ
�フ�
�L

に変わるが、¯
4¼的なomÒを[わないように�き±ける。
�¶ 1�	 � 以降�

5¸の\PAーがZÈに繰り³される。�L


が�分⾳¨の時は、しっかり�で´]しなけれ
;ならない。¶ 1�1 � の¥~⾳ は�ソ
�ラ


というÇ⾳の¼きをしっかり�えて、Kり
0くように_Gする。
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７．おわりに
ここまで、ソ ナ チ ネ の変遷と 、20 世 紀 以降の

作曲家によって 書 か れ た ソ ナ チ ネ を 概 観 し、カ
パレフスキー、 バ ル ト ー ク 、 ラ ヴ ェ ル の ソナチ
ネについて、演 奏 の 留 意 点 に つ い て述べた。そ
れらの作品では 、 ソ ナ チ ネ と い う 古 典 派 の時代
に確⽴された形 式 の 中 で 、 和 声 、旋法、転調、
リズムなどにおける 新 た な技法が繰り広げられ、
また、20 世紀の 作 品 な ら で は の 様 々 な タ ッチや、
多彩な⾳⾊が要求さ れ て い る こ と が分か った。
何はともあれ 20 世 紀 以 降 は 、 実 に 多 く の作曲
家によって多様 な ソ ナ チ ネ が 書 か れ た こ とに驚
嘆させられた 。

20 世紀以降の 作 曲 家 は 、古 典 派 か ら の伝統で
あ る “ソ ナ チ ネ ”の 形 式 に何を託し 、 “ソ ナ チ ネ ”
という⾔葉の響き に どんな思いを馳せ て 作曲し
たのであろうか 。 ソ ナ チ ネ と い う 、 時 代 を超え
ても変わらない整然と し た 規 律 の 中に、⾃らの
新たな表現の可能性を そ れぞれに追求し たこと
が想像される。敢え て “ソ ナ タ ”で は な く 、“ソナ
チネ”という形式 を選択し た事由には 、作 曲者の
強いこだわりや深い⼼情が潜んで い る の ではな
いだろうか。 ソナ チ ネ はコンパク ト に凝縮され
た構成であるが故に 、 全体を 俯 瞰 し 、 そ の形式
感を習得すること の で き る 必須の教材で ある。
ピアノ学習者は 、20 世 紀 以 降 の 多 様 な ソ ナチネ
を通して、 作曲技法や表現 ⽅法、 構 成 感 の会得
に加えて、それぞれ の 作 曲 者 が ソ ナ チ ネ に託し
た情感に も思い を巡ら せ て、 ソ ナ チ ネ の 学習に
積極的に取り組 む こ と を 期待し た い 。

注

1)プ ッ ヘ ル ト 『 ソ ナ チ ネ の す べ て 』（ ⾳ 楽 之 友 社 , 

1988） p.41。

2)⼭ 崎 孝 『 ミ ク ロ コ ス モ ス の 演 奏 と 指 導 法 』（ ⾳ 楽

之 友 社 , 1981） p.230。
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